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さいたま市緑区におけるミズオオバコ（Ottelia alismoides）の記録

志賀弘貴（㈱環境指標生物）

はじめに

　ミズオオバコ（Ottelia alismoides）はトチ

カガミ科ミズオオバコ属の沈水性の一年草で

あり、湖沼やため池、水路、水田などに生育

する。国内では北海道から沖縄県まで広く分

布する（角野，2014；大橋ほか，2015）。

　本種は、農薬汚染による生育条件の悪化が

指摘されており、環境省の「第 5次レッドリ

スト（植物・菌類）」において、準絶滅危惧

（NT）に選定されている（環境省，2025）。

　埼玉県では、水田や休耕田における農薬汚

染や管理放棄などが生育環境を改変する要因

として挙げられ、本種は絶滅危惧Ⅱ類（VU）

に選定されている（埼玉県環境科学国際セン

ター，2024）。県内における本種の既知の分

布情報は、行田市、熊谷市周辺を中心とした

加須・中川低地に集中し、飯能市などの丘陵

に点在するものの、それ以外の地域からの報

告はない（埼玉県環境科学国際センター，

2024）。

　今回、これまで分布情報が記録されていな

かったさいたま市緑区において本種の生育を

確認したので、その生育状況および生育環境

について報告する。

調査地および調査方法

　2025年 8 月23日に埼玉県さいたま市緑区の

水田を踏査した。この水田は無農薬で年 2回

耕耘されている。入水は 5月、落水は 9月

で、草刈りは 2週に 1回程度実施されてい

る。なお、生育地保全のため、本報告におけ

る詳細な位置情報の表記は伏せる。

　踏査中に本種と思われる植物を確認した

ため、デジタルカメラ（OLYMPUS OM-D 
E-M10 Mark IV）で撮影し、生育状況を記録

した。また、生育環境を把握するため生育地

周辺の踏査を行い、生育する維管束植物を記

録した。

　種の同定は、角野（2014）および大橋ほか

（2015）に従い、外部形態の観察に基づいて

行った。なお、本種は類似種が少なく同定が

容易であること、また、生育地保全の観点か

ら、標本の採取は行わなかった。

結　　果

1）生育状況

　耕作中の水田の畦畔沿いに約20株が生育し

ており、開花個体も確認された（図 1）。確

認時、生育地は湛水状態が維持されていた。

　生育地周辺ではオモダカ（Sagittaria trifolia）、
ケツユクサ（Commelina communis f. ciliata）、
イ ボ ク サ（Murdannia keisak）、 コ ナ ギ

（Monochoria vaginalis）、ヒメクグ（Cyperus 
brevifolius var. leiolepis）、チゴザサ（Isachne 
globosa）、ケキツネノボタン（Ranunculus 
cantoniensis）、キカシグサ（Rotala indica）、チョウ

ジタデ（Ludwigia epilobioides）、ヤノネグサ

（Persicaria muricata）、 キ ク モ（Limnophila 
sessiliflora）などの湿生植物が確認された。

2）種の同定

　外部形態を観察した結果、花弁は白色から

桃色で 3枚、茎は短く葉は根生し、葉身は薄

く広卵形で長さ約15 ㎝、幅約10 ㎝などの特

徴からミズオオバコと種同定した。

考　　察

　今回、さいたま市緑区において本種の生育

を確認したことは、埼玉県内における都市近

図 1 ．本生育地におけるミズオオバコ
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郊の分布情報を補完する重要な知見である。

本記録は、県南部の平野部における記録とし

ては、初めてのものであり（埼玉県環境科学

センター，2024）、都市近郊においても本種

の生育に適した水域が小規模で残存している

ことを示唆する。

　水田雑草は耕耘に適応しており、湿性の

二次遷移初期を好む植物である（伊藤，

2002）。ミズオオバコのほかに本生育地で確

認されたオモダカ、コナギ、キクモなどは

いずれも典型的な水田雑草である（浅井，

2015）。本生育地は年 2回の耕耘が行われて

おり、こうした攪乱がこれらの植物の生育を

支えている可能性がある。さらに、本種は

農薬に弱いことが知られており（環境省，

2025；埼玉県環境科学センター，2024）、無

農薬で管理されている本生育地の環境も本種

の生育に寄与していると考えられる。本生育

地と同様の管理が行われている周辺の水田で

は、本種の生育が今後確認される可能性が高

いと考えられる。

　都市近郊では水田の圃場整備や農地転用に

よる湿地環境の消失が進行している。本種の

保全にあたっては、小規模水域の維持管理に

加え、生育地の継続的なモニタリングが重要

である。
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